
 

 

         

 

 

☆以下に該当するごみは、ごみステーションに出すことができません。 

■事業に伴って出るごみ                   ■家庭から出る一時的な多量のごみ      

・製造業・サービス業・飲食業・加工業・卸売業・小売業  ・引っ越しや遺品の整理等で出た多量のごみ 

・農林業（家庭菜園除く）など 

☆どうすればよいですか。 

 

●直接施設へ持ち込む 

持込場所：リサイクルプラザ・備北クリーンセンター・東城クリーンセンター  
 

●市が許可している一般廃棄物収集運搬許可業者へ依頼してください。 

 

 

 

☆以下のごみは、収集・処理できません。 
 

●エンジン付きのもの（チェーンソー、芝刈り機、草刈り機、発電機 など）  ●コンクリート、セメント 

●自動車、バイク、原動機付き自転車、シニアカー ●バッテリー ●タイヤ ●火薬類 ●ドラム缶 ●消火器 

●農業機械（耕運機、田植え機、コンバイン など） ●動物のふん尿  ●動物の死体 ●ガスボンベ   

●農林業資材（ビニールハウス、マルチ、苗箱、畦波 など） ●塗料 ●トナー ●ピアノ ●耐火金庫 

●建築廃材（石綿（アスベスト）、スレート、石膏ボード、グラスウール など） ●仏壇 ●石油類 ●農薬 

●毒劇物  ●在宅医療廃棄物 ●産業廃棄物 ●土、石、砂、瓦、レンガ、ブロック  
 

 

☆どうすればよいですか。 

 

●販売店または専門業者へ処理を依頼してください。
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ごみステーションに出せないごみ 

市では収集・処理できないごみ 



エアコンはこまめにオンオフしないほうが省エネ？ 
エアコンは設定温度に達するまでに大きな電力を使い、そのあとは比較的小さな電力で室温を保ちます。 

 そのため、頻繁なオンオフは省エネにならないことがあります。たとえば「３０分間運転と５分停止」 

  を５回繰り返した場合の消費電力量は、連続で運転した場合に比べて約３割多いというデータがあります。 

 

 

生活排水とは、台所、トイレ、風呂、洗濯などの日常生活からの排水のことです。１人が１日に使う水の量は

約 250ℓにのぼります。このうち、トイレの排水を除いたものを生活雑排水といいます。この生活排水は、雲となり、

雨となり、再びあなたのもとへやってきます。そのときのために、使った水を少しでもきれいにして流しましょう。 

台所では 

・米のとぎ汁は養分を含んでいるので、肥料として植木の水やりに活用しましょう。 

・食器を洗う前には油汚れなどは拭き取りましょう。 

・残った油は継ぎ足して使ったり、炒め物に使うなど、できるだけ捨てない努力をしましょう。 

お風呂では 

・髪の毛などは排水口に目の細かいネットを張って、取り除きましょう。 

・シャンプー、リンスを使いすぎないようにしましょう。 

洗濯では 

・くず取りネットを取り付けて、細かいごみを取りましょう。 

・洗剤は計量スプーンで計り、適量を守りましょう。 

 

 

 

 

 

① 冷房時の室温を 27℃から 28℃にした場合（※1）   30.2kwh    940 円     14.8kg 

② エアコンの使用時間を 1 日１時間減らした場合(※2)   18.8kwh    580 円     9.2kg 

③ フィルターをこまめに掃除した場合(月 2 回程度)    32.0kwh    990 円     15.6kg 

※数値は年間です。(資源エネルギー庁の「省エネポータルサイト」より引用)  

※１ 外気温 31℃の時・使用時間 9 時間 

※２ 設定温度:28℃ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境標語（令和６年度環境標語コンクール ） 

リサイクル いつかどこかで またあおう 
庄原小学校２年 稲垣 りん 

省エネ豆知識 

省エネ効果 節約金額 CO2削減 

省エネのポイント 
 


